
金
部
古
蹴
志
怪
廿
九

O
天

神

坂

此
の
坂
路
は
、
天
跡
町
よ
り
小
立
野
興
力
附

へ
の
往
来
路
氏
て
、
男

坂
-
女
坂
等
の
三
坂
あ
り
て
、
惣
名
を
ば
天
一
柳
坂
と
呼
べ
り
。

O
阿
爾
陀
清
水

加
岨
尾
妃
陀
一
E

ム
o
小
立
野
山
の
岐
尾
に
坂
路
あ
り
て
、
坂
の
上
よ
り

流
出
づ
る
清
水
を
ば
.
世
人
阿
掬
陀
清
水
と
呼
べ
り
。
元
文
年
間
の

記
録

K
・
岡
井
邑
け
か
ち
清
水
と
い
ふ
一
品
も
見
h
た
り
と
。
叉
加
焚

古
跡
考
陀
も
此
清
水
を
記
載
し
て
、
阿
孤
陀
清
水
の
名
い
か
な
る
飼

れ
あ
ら
ん
か
。
い
ま
だ
静
か
な
る
部
主
知
ら
十
。
と
い
へ
h
y
o

平
衣

按
宇
る
花
、
一元
文
年
間
の
記
録
と
い
へ
る
も
の
は
、
元
文
三
年
の
加

州
産
物
志
の
都
た
る
べ
し
。
産
物
志
K
如
v
左
蹴
せ
た
り
。

一
、
岡
井
村
領
陀
消
水
御
座
候
。
あ
み
だ
清
水
と
阻
申
候
。

て
同
村
倒

km水
御
陵
候
。

け
か
ち
清
水
と
山
市
候
。
但
問
地
K

水
有
v
之
時
分
.
叉
は
各
之
内
水
出
申
候
。
共
外
は
出
不
ν
中
候
に
付
、

け
か
ち
清
水
と
唱
由
・由
民
御
座
候
。

自
依
略
之

右
石
川
郡
産
物
如
ν
斯
御
座
候
。
以
上
。

元
文
三
年
六
月

吉

郎

兵

街

問
弁
村

Je 

お
阿
猟
陀
清
水
は
、
殊
に
銀
糸
に
て
、
共
の
水
源
は
天
一
脚
坂
の
よ
な

る
地
よ
り
流
出
で
、
共
の
下
流
坂
下
へ
流
れ
出
で
、
甚
だ
消
吉
冷
糸

と
て
入
賞
美
せ
り
。
モ
の
挺
来
、
い
か
た
る
大
暑
♀
魁
と
い

へ
ど
も

絶
ゆ
る
都
在
〈
涌
出
す
と
い
へ
り
。

O
阿
南
湘
陀
聖
侍

扶
桑
時
記
忙
云
ふ
。
村
上
天
皇
時
・

京
治
有
ν
品川

共
名
答
也
・
不
v
言
a

父
母
亡
命
在
世
↓
或
云
@
出
ν
自
=誠一
流
一
口
常
唱
福
川
陀
仰
↓
故
統
一-阿
揃
陀

型
↓
或
住
E

市
中
-作
紅仙
川
郡
↓
叉
地
肌
e
市
型
↓

過
=
険
路
一

印
鍛
v
之

H'lr
無
v

栃
亦
逝
v
之

見
V

無
v
井
則
捌
v
之
d

酬蹴白
血阿
孤
陀
井
↓
と
あ
り
。
往
生
観

築
紀
に
も
此
の
事
を
記
載
し
、
共
の
文
全
く
同
文
な
れ
ど
・
此
の
紀

に
は
沙
門
弘
也
に
作
る
。
仰
拐
の
誤
り
な
ら
ん
か
。
限
、
武
年
中
広
撲

越
せ
し
三
国
仰
紀
傘
六
に
去
ふ
。
凡
天
山町
民よ
り
以
前
K
は、

日
本
閤

に
A
F
仲
側
三
味
行
品
開
な
り
し
を
・
益
也
上
人
の
御
刑
制
に
よ
り
・
人
織
り

て
念
俳
を
申
。
山口巾陀阿
弧
陀
仰
を
喝
へ

て
行
給
へ
ば
、
世
人
阿
鮒
陀

翠
り
と
も
申
け
り
。
或
は
市
の
中
に
位
し
て
賭
人
の
俳
都
を
勧
め
・

或
は
橋

E
渡
し
て
湾
人
を
度
し
‘
水
な
き
所
に
は
井
を
抑
り
て
村
民

を
潤
し
・
法
華
と
井

τ桜
出
掛
往
生
の
撲
と
し
給
ひ
け
り
と
云
々
。
ま

た
今
昔
物
語
傘
十
六
民
、
今
は
む
か
し
あ
る
寺
K
.
阿
附
則
陀
型
り
と

い
ふ
と
と
を
し
て
諸
図
修
行
の
僧
あ
り
。
鹿
角
つ
け
た
る
杖
の
尻

K
.
金
を
は
め
た
る
を
つ
き
、
金
鉱
を
た
h

き
て
阿
蹴
陀
俳
を
す
h

め
ゆ
き
け
り
一
疋
々
。
と
見
ね
た
る
修
行
者
は
.
彼
の
ん
企
也
上
人
と
は

別
伶
な
り。

訟
も
ふ
に
吾
加
貧
困
陀
も
.
い
に
し

へ
さ
る
修
行
者
あ

り
て
.
水
道

E
初
て
つ
け
た
る
荷
水
な
る
に
よ
り
‘
阿
同
期
陀
井
と
ひ

と
し
く
名
付
け
た
る
た
ら
ん
か
。

O
金

浦

町

梼
原
榊
批
の
下
よ
り
、
岡
井
口
の
町
端
ま
で
を
.
俗
に
出
町
と
呼
び

て
、
悶
井
の
村
地
相
針
部
地
の

ヶ
所
た
り
。
然
る
に
文
政
四
年
二
月、

部
地
の
ヶ
臨川
町
奉
行
の
支
配
と
成
り
、
此
の
時
町
名
を
初
て
金
浦
町

と
立
て
た
り
。
金
捕
は
此
の
地
訟
の
郷
名
に
て
あ
り
し
故
、
町
名
と

た
し
た
る
も
の
也
o
但
し
明
治
四
年
戸
絡
編
成
の
時
、
い
か
た
る
ゆ

主
左
り
け
ん
。
金
浦
町
の
町
名
を
臨
惜
し、

天
一脚
町
一
丁
目
と
改
稿
す
。

按
・干
る
に
.
文
政
凶
年
よ
り
の
町
名
は
、
多
分
此
の
崎
駿
止
せ
ら
れ

た
り
。
O
金
浦
屋
侮
話

平
保
雑
誌
に
去
ふ
。
加
州
金
浦
村
へ

、
闘
J
郎
防
前
広
.
闘
束
よ
り
毎

年
紙
紫
に
来
る
者
あ
り
。
此
者
片
足
な
げ
だ
し
也
。
金
滞
に
毎
度
逗

金
滞
古
蹟
志
品
位

1
九
「

留
す
。
其
比
横
山
山
城
守
の
家
人
K
.
土
問
勝
監
と
い
ふ
者
あ
り
。

此
者
の
弟
と
彼
紙
貨
と
観
数
成
、
折
々
参
合
す
。
或
時
間
人
一
耳
ム
ゃ

う
、
御
手
前
無
息
の
都
た
れ
ば
、
活
し
身
の
上
か
せ
ぎ
に
附
来
品
曜
に

下
り
候
は
ピ
.
必
・干
我
名
を
申
し
て
本
多
上
野
介
宅
門
訴
に
可
ν

被
v

q
。
彼
所

へ
出
入
の
者
也
。
必
・
干
た
よ
り
に
可
v
成
と
云
ふ
。
共
後
彼

土
問
身
の
上
か
せ
ぎ
陀
江
戸
へ
出
る
。
瓜
と
彼
者
事
を
問
中
ひ
付
‘
本

多
上
野
介
の
屋
敷
K
至
り
、
門
呑
に
爾
々

の
紙
開
H
K
逢
皮
よ
し
を
巾

入
け
る
庭
、
心
得
倹
由
民
て
奥
へ
案
内
し
、
彼
者
を
召
連
れ
、
本
多

佐
渡
守
の
宅
へ
行
き
.
佐
渡
守
陀
釘
商
す
。
子
v
時
加
州
へ
毎
年
来
り

し
商
人
は
則
佐
波
守
也
。
同
人
口
入
陀
て
.
安
藤
忠
後

q
k仕
へ
.

三
百
石
を
領
し
.
子
孫
今
に
盟
後
守
方
に
勤
仕
す
と
也
。
此
事
前
野

山
無
主
将
院
物
詩
也
。
此
無
設
務
院
は
.
も
と
加
州
金
浦
の
人
也
。

子
孫
子
ν
今
金
器
材
木
町
花
、
金
浦
屋
某
と
て
町
人
陀
て
居
住
す
と
い

へ
り
。
按
宇
る
に
、
金
浦
郷
は
今
石
川
・
河
北
関
郡
へ
跨
り
て
‘
岡
井

滋
は
則
ち
郷
内
也
。
漸
得
雑
記

K
.
若
松
庄
今
改
枕
正
金
浦
綿一
と
あ

り
。
金
浦
村
は
進
士
修
理
発
情
合
記
陀
減
せ
た
る
・
永
称
二
年
十
一

月
御
内
容
符
祭
に
如
ν
左
文
集
あ
り
。

前
方
信
設
守
知
行
分
加
州
金
浦
村
都
、
般

E
K
雌
a
巾
1

付
候
一
五
a
去
年

五




